
交
徽
“
、
職
無
闇
の
求
窯
，
潔
癖
交
遅
日
、
黒
水
文
書
侮
の
中
よ
り
電
要
な
る
も
の
を

撰
ん
で
各
叉
緯
騎
に
載
せ
ら
れ
て
み
る
。
近
事
の
記
蟻
は
宅
レ
制
し
て
藩
治
に

閲
開
す
る
綿
記
録
で
、
編
想
撃
も
、
瀞
日
代
よ
り
近
代
．
に
吊
黒
キ
」
を
置
く
と
濾
べ
て
る
る

如
く
、
駒
岡
．
藩
、
秋
月
藩
、
久
潮
溜
藩
、
擁
河
藩
、
蹴
池
藩
、
小
倉
．
ヂ
．
軍
に

解
す
る
晶
録
が
か
な
り
難
富
に
載
せ
ら
れ
て
あ
り
、
藩
雪
，
．
時
代
の
郷
土
史
．
研

究
上
に
は
多
く
の
資
料
を
提
供
し
て
ゐ
宅
最
後
の
明
治
史
料
の
項
、
は
、
明

治
初
年
の
騙
岡
縣
に
醒
す
る
費
聾
を
集
め
た
も
の
で
、
明
治
初
年
の
縫
草
期

に
於
け
る
輻
岡
縣
の
情
蔑
を
窺
ふ
に
足
る
も
の
が
あ
る
Q

　
欝
、
奮
珊
の
巻
頭
に
は
、
揖
、
．
侵
な
る
丈
鷺
、
、
爲
輕
等
の
償
纏
懸
敬
が
載
せ
ら

れ
、
雀
尾
に
は
、
古
圃
の
爲
眞
販
が
附
載
諏
、
㌦
れ
て
る
る
⇔

　
編
髪
．
の
方
法
に
多
少
の
混
酸
が
あ
る
と
は
．
　
、
爲
へ
、
’
昏
夢
憾
に
亙
っ
て
、
醸

岡
縣
史
に
關
す
る
資
質
を
多
方
噸
に
亙
り
か
く
乳
雛
富
に
集
成
さ
れ
た
編
灘

の
勢
苦
に
婿
し
て
衷
心
の
石
敬
意
　

詳
し
な
け
れ
ば
膝
ら
な
い
9
こ
の
成
下
厩
っ

て
藤
岡
縣
郷
土
史
、
更
に
は
一
般
鷲
本
歴
史
研
究
上
に
稗
離
す
る
所
、
ま
た

「
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
ら
う
○
（
全
十
滞
、
緑
柵
約
八
○
○
．
頁
、
菊
版
、
鵜

閾
漁
獲
行
）
〔
ホ
野
恭
一
郎
〕

縫
向
古
丈
書
集
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
懸
編

　
近
年
瀬
瀬
纏
演
史
の
研
9
が
彊
む
と
共
に
、
史
料
に
封
ず
る
關
心
は
繍
鳶

精
細
に
な
っ
て
來
た
。
け
れ
ど
も
史
料
を
披
絹
多
る
こ
と
は
、
種
々
な
巽
犠

か
ら
し
て
、
　
一
葦
の
碑
究
籔
に
と
っ
て
ほ
必
し
も
容
易
な
こ
と
で
に
な
い
。

今
こ
㌧
に
．
躍
向
煮
文
灘
餐
瓶
と
難
し
て
、
富
酪
．
縣
隊
係
の
霊
文
緯
を
集
大
繊

介

し
て
、
一
般
に
公
に
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
貴
嚢
な
史
料
ぬ
披
闘
を
党
易
な
ら

し
め
、
墨
界
を
繍
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
謀
ひ
、
ご
び
に
堪

へ
な
い
次
第
で
あ
る
Q

　
本
書
に
牧
め
ら
れ
た
蜜
又
占
は
、
穴
濁
し
て
…
∴
つ
に
今
．
堪
さ
れ
て
居
る
。

第
一
類
は
、
露
盤
に
遡
存
す
る
實
文
書
を
貯
め
、
確
　
一
．
瑛
は
、
酵
　
溢
年
記
r

貰
向
記
の
凝
し
…
に
般
む
る
吉
文
書
を
撮
撫
し
、
第
糖
類
は
、
縣
外
に
遣
存

す
る
古
父
瀞
官
の
由
－
よ
り
鳴
謝
平
門
係
の
竜
の
ノ
福
離
し
て
居
る
。
〈
フ
各
頻
に

験
め
ら
れ
て
媛
る
文
書
を
譜
け
れ
ば
次
の
沸
く
で
あ
る
。

簾
　
一
　
罰

　
穴
光
寺
文
書
、
嘗
出
証
書
、
至
、
膏
マ
夢
、
“
≧
　
㎡
璽
瞬
環
丈
凸
塵
、
町
照

　
丈
舎
、
登
穏
無
文
書
、
秋
蒲
文
書
、
購
尻
／
ぼ
、
、
鍾
勘
始
源
突
嘗
、
麓
山

　
丈
期
日
、
舞
宿
文
凸
鳶
、
考
察
交
宍
、
∴
．
ホ
氏
鷹
誘
．
響
東
露
霜
、
穀
谷
場
丈
書

　
駕
志
鶴
交
書
、
鴛
疑
岬
灘
文
書
、
島
押
”
欝
ダ
癖
戴
丈
霊
、
青
島
瀞
祉
丈

　
書
、
伊
雰
叉
書
、
義
門
寺
喪
｛
．
官

第
二
　
類

　
新
編
」
鱒
氏
澱
鋒
蕉
統
系
騎
鷲
敦
実
ハ
、
冨
、
入
臓
系
悶
聴
牧
丈
書
、
パ
け
禰
鷺

記
虎
敦
峯
μ
・
貰
向
記
熱
牧
伊
東
塞
冨

第
蕪
　
鋼

　
研
賀
目
宵
文
書
、
拝
、
匹
瀞
丈
奪
、
、
歎
ハ
惣
薮
絞
蕪
永
家
薮
窯
陥
舷
女
鱒
”
野
濤
事
、

　
字
佐
八
鰯
質
大
諦
“
壁
献
燈
蔚
　
申
古
．
　
一
、
聖
像
綻
。
欝
家
鰻
仙
郷
寅
書
、
丹
秘
∵
饗

　
媛
単
文
獄
、
志
．
撃
嵐
鱒
㌔
、
，
冨
、
天
華
諦
．
．
、
糀
膏
謡
録
、
・
妙
絶
券
突
如
、
後
康
家
宵

　
事
態
、
大
．
、
ズ
、
．
、
罪
康
／
書
、
跨
下
文
墨
、
趨
良
窯
欝
、
島
浄
伊
欝
家

　
断
章
女
浮
、
鴻
津
公
欝
．
承
懸
蕪
樺
寓
突
慨
翼
、
吊
愈
趨
孤
島
淳
文
欝
、
熟
郷
丈

第
二
十
臨
懸
　
舞
顯
號
　
　
一
八
烈

〈　＄・17　）



介

第
嵩
十
鞍
巻
　
鱗
閥
號

｝
八
穴

　
欝
、
串
村
丈
欝
、
野
淺
文
霞
、
鬼
來
文
書
、
癬
穣
文
書

　
以
上
羅
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
大
藩
そ
の
蒐
集
の
籟
…
購
が
知
ら
れ
る

こ
と
し
鰐
心
ふ
。
蒲
か
も
編
鷺
は
、
猶
国
労
の
あ
る
こ
と
を
恐
れ
て
燐
補
の
蟻

毛
考
慮
し
て
艦
ら
れ
る
様
窓
あ
る
。

　
さ
て
全
巷
の
膿
…
裁
ほ
、
大
騰
に
於
て
火
羅
塞
古
文
書
の
驚
…
裁
を
踏
襲
し
、

整
．
頭
に
交
韓
の
．
要
旨
又
は
文
儲
ゆ
に
見
え
る
重
要
な
入
名
・
鞄
名
・
鶏
語
を

標
出
し
、
叉
年
紀
・
人
名
を
考
謹
し
て
傍
書
す
る
な
ど
、
凡
て
火
構
本
古
文

謎
と
岡
一
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
釣
虻
に
全
巻
を
通
じ
て
の
編
年
“
次
を
附
し

交
轡
の
輪
撒
寮
の
便
に
供
し
て
あ
る
の
は
、
こ
れ
叉
讃
岩
を
利
す
る
こ
と
歪
な

る
も
の
が
あ
る
。

　
元
來
九
州
の
土
地
鋼
度
に
は
、
何
か
個
准
な
も
の
が
存
し
た
ら
し
く
思
は

れ
る
Q
燐
分
繊
制
度
の
旗
行
に
當
っ
て
、
大
隅
出
監
の
隼
入
の
…
隅
に
於
て
は

土
地
捌
換
の
鷺
轍
が
無
か
っ
た
爲
め
、
そ
の
傭
臓
行
が
お
く
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
叉
峯
安
朝
の
初
期
に
於
け
る
公
浜
田
も
、
先
づ
最
初
は
九
州
に
於
て
施

行
さ
れ
、
而
も
公
鶯
田
の
耕
作
力
法
は
、
災
…
同
の
耕
作
方
法
を
採
用
し
た
も

の
で
あ
っ
た
◎
こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
九
州
の
土
地
制
度
に
は
何
か

偶
宥
の
も
の
が
存
し
た
ら
し
く
思
は
れ
る
。
そ
し
て
庄
園
制
縫
の
盛
蕎
の
時

代
に
．
棄
っ
て
も
、
．
猶
九
州
が
個
宥
の
も
の
が
存
し
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
例

へ
ば
・
島
津
庄
な
ど
が
近
畿
地
方
に
於
て
見
る
こ
と
が
掲
來
な
い
大
き
な
規
婚
犠

を
持
っ
て
屠
た
こ
と
な
ど
か
ら
考
へ
ら
れ
る
Q
こ
れ
ら
の
演
題
は
近
時
｛
融
く

注
意
さ
れ
る
に
至
っ
た
閲
題
で
、
そ
の
糺
明
は
今
後
に
待
つ
も
の
が
多
い
。

か
瓦
る
時
期
に
當
っ
て
、
・
本
警
並
び
に
謳
岡
鴨
脚
資
料
な
ど
、
九
州
織
方
闘

係
の
古
文
番
の
刊
行
を
見
る
こ
と
は
誠
に
有
畑
…
義
な
こ
と
Σ
想
は
れ
る
。

　
最
後
に
、
本
欝
に
牧
め
ら
れ
て
熱
る
各
…
々
の
文
欝
の
燐
藏
嚢
に
就
い
て
、

簡
壌
な
紹
介
が
あ
れ
ば
、
本
鞘
を
利
濁
せ
ん
と
す
る
も
の
を
更
ら
に
纏
続
す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
、
　
瞭
然
申
添
へ
さ
し
て
い
た
や
き
度

い
。
（
菊
飯
、
七
一
八
頁
、
昭
瀦
十
蹴
年
六
頻
、
嘗
崎
縣
擬
行
）
（
薦
弁
蓋
戴
）

概
説
支
那
佛
数
蔓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
端
良
秀
著

　
著
渚
道
端
氏
は
二
郷
佛
謎
謎
、
時
に
教
園
の
駄
會
纏
濟
史
．
的
方
面
用
の
研
究

家
と
し
て
既
に
端
々
の
論
考
を
も
の
さ
れ
て
み
た
が
、
今
度
、
大
魯
大
域
に

」
お
け
る
講
義
案
を
基
礎
と
し
、
　
に
は
数
科
警
用
と
し
て
、
娘
ね
て
は
興
鹿

管
区
工
作
に
お
げ
る
佛
教
の
役
鋼
の
事
大
を
感
じ
、
こ
の
方
面
の
要
墓
に
沿

ふ
た
め
本
書
を
間
行
さ
れ
た
Q
回
忌
所
緬
鰻
吏
郷
佛
教
史
の
概
説
苔
は
そ
の
数

乏
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
、
喉
そ
れ
ら
の
内
容
に
至
っ
て
は
、
糠
蝦
・
淀
解

高
鷲
の
傳
記
や
師
君
關
係
の
記
蓮
を
、
中
心
と
す
る
と
い
ふ
よ
り
は
殆
ん
ど

そ
れ
の
み
に
占
め
ら
れ
、
瓢
力
上
記
の
数
量
史
に
重
き
を
お
い
た
の
に
…
關
聯

し
て
か
六
輔
晴
唐
に
詳
し
く
、
近
世
支
郷
の
佛
教
に
つ
い
て
ほ
簡
箪
な
る
か
、

戚
ひ
は
全
く
刷
い
て
み
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
に
粘
し
、
本
嘗
は
冒
頭
に
著

者
が
「
佛
教
実
と
は
何
か
篇
と
即
題
を
提
出
せ
ら
れ
、
佛
受
働
と
は
乗
法
僻
…
三

實
に
慨
す
る
一
岡
の
事
象
を
歴
史
的
に
究
む
る
學
で
あ
り
、
教
野
史
ハ
教
囲

史
）
と
教
珊
史
ハ
数
墜
史
）
と
に
大
崩
さ
れ
、
後
者
ほ
法
そ
の
も
の
の
獲
展
系

統
を
ゆ
心
と
し
て
蓮
べ
る
も
の
で
、
久
ー
ー
宗
…
紋
蝿
の
展
開
の
雁
足
で
あ
り
、
…
教

墨
縄
敏
女
将
の
砺
の
あ
、
襲
術
麦
學
蒲
・
纏
濟
・
寺
院
史
・

僧
傳
等
あ
ら
ゆ
る
方
画
を
抱
擁
す
る
竜
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
爾
漕
は
絹
亙

（848）


